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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽光パネルを設置するための架台の設置構造であって、
　傾斜地の地面に対し、支柱を支えるための設置部が略水平に設けられ、
　前記設置部に対する固定角度の調整を可能とする連結部材が設けられ、
　前記連結部材に前記支柱の下端部が連結され、
　前記支柱が傾斜地の地面に対し略垂直に立設され、
　前記支柱の上端部に前記太陽光パネルを載置するレール部材が前記支柱と直交して連結
されており、
　水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に支柱が立設され、支柱の上
端部にレール部材が連結され、
水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、水下側の連結部材に水上側に配置される
支柱よりも短い支柱が立設され、前記短い支柱の上端部にレール部材が連結される構成と
する、
　又は、
　水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に前記支柱が立設され、支柱
の上端部にレール部材が連結され、
　水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材にレール部材が連結される、
構成とする、
　架台の設置構造。
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【請求項２】
　前記レール部材は、長手方向が略東西方向となるように配置される、
　ことを特徴とする請求項１記載の架台の設置構造。
【請求項３】
　傾斜地の地面に対し、支柱を支えるための設置部が略水平に設けられ、
　前記設置部に対する固定角度の調整を可能とする連結部材が設けられ、
　前記連結部材に前記支柱の下端部が連結され、
　前記支柱が傾斜地の地面に対し略垂直に立設され、
　前記支柱の上端部に太陽光パネルを載置するレール部材が前記支柱と直交して連結され
ている、太陽光パネルを設置するための架台の設置方法であって、
　前記設置部を略水平とするように水上側と水下側にそれぞれ基礎を設ける工程と、
　前記設置部に対する角度が調整可能な状態で前記連結部材を設ける工程と、
　前記連結部材に対し、前記支柱、又は、前記レール部材を固定する工程と、
　前記支柱、又は、前記レール部材を傾けた後に前記連結部材の角度を固定する工程と、
　を含み、
水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に支柱が立設され、支柱の上端
部にレール部材が連結され、
水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、水下側の連結部材に水上側に配置される
支柱よりも短い支柱が立設され、前記短い支柱の上端部にレール部材が連結される構成と
する、
　又は、
　水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に前記支柱が立設され、支柱
の上端部にレール部材が連結され、
　水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材にレール部材が連結される、
構成とする、
　架台の設置方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光パネルを設置するための架台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　太陽光パネルを固定するための架台について、例えば、特許文献１に開示される構成が
知られている。
【０００３】
　特許文献１では、曲面にて形成される第一面を有するライナー部材を介して長尺の横桟
（第二フレーム部材）を支持し、基礎の上に設置される固定部材に対する横桟の角度の調
整により、太陽光パネルの傾斜角度を調整可能とする構成が開示されている。
【０００４】
　太陽光パネルの設置において傾斜角度を調整する目的は、発電効率を高めるためであり
、特許文献１においても、南北方向における角度調整、即ち、奥行き方向（縦方向：矢印
Ｄ）において北側が高くなるように角度調整を行う実施例が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５―１４３４１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　太陽光パネルを設置する需要は依然として多くあり、平坦な平地のみならず、勾配があ
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る傾斜地にも設置したいという需要も存在する。例えば、ゴルフ場として開発された土地
の傾斜地への設置の需要が考えられる。
【０００７】
　特許文献１の技術では、発電効率の観点からの南北方向における角度調整が可能といえ
るが、特許文献１の図１や図２（ｃ）の記載からも明らかなように、平地の設置を想定し
ているものであり、傾斜地への適用に関する記載はされていない。
【０００８】
　仮に、特許文献１の技術を傾斜地での施工に適用する場合には、固定部材を設置する基
礎の上面に傾斜地の地面と同一の勾配をつける必要が生じる。このため、水平に基礎を設
置する場合と比較して設置工数が多くなり、また、施工精度が確保し難いものとなってし
まう。
【０００９】
　他方、図９（Ａ）（Ｂ）に示すように、角度Ｒ２の勾配を有する東西傾斜地Ｇへの設置
も検討される。この場合、基礎部分９１から支柱９２ａ，９２ｂを垂直に立設し、各支柱
９２ａ，９２ｂに横桟９４ａ，９４ｂを連結する構成が考えられる。
【００１０】
　この構成によれば、基礎部分９１を水平に施工できるものの、支柱と横桟の連結部９６
ａ，９６ｂにおいては、９０°でない角度Ｒ３（非直交）で連結させる連結部材が必要に
なる。そして、この角度Ｒ３は施工現場によって異なる角度Ｒ２に応じて都度設定される
ものであるため、連結部材には一定範囲の角度に対応可能とするための複雑な構造が要求
されることになる。
【００１１】
　さらに、横桟９４ａ，９４ｂの長手方向における連結部９６ａ，９６ｂの位置について
も、施工現場によって異なる角度Ｒ２に応じて都度設定されるものであるから、横桟９４
ａ，９４ｂにおいては、その長手方向のいずれの位置においても連結部材と連結可能とす
る設計が要求されることになる。例えば、横桟９４ａ，９４ｂの長手方向に連結部材を取
り付けるための専用の溝を形成することなどが必要とされる。
【００１２】
　このため、図９（Ｃ）に示すように、平地に設置されるような支柱９３ａ，９３ｂと横
桟９５ａ，９５ｂを直交させて連結するための簡易な構成の連結部材や、横桟の構成を、
そのまま図９（Ａ）に示される東西傾斜地に適用することができず、部品の共通化が図れ
ないことになる。
【００１３】
　さらに、図９（Ｃ）の場合では、水上側において、横桟９５ｂ，９５ｂの連結箇所９９
が支柱９３ｂとの連結部９６ｂの位置と一致するため、横桟９５ｂ，９５ｂと支柱９３ｂ
の連結を一つの連結部材によって実現することができ部品点数が少ない構成が実現できる
。
【００１４】
　これに対し、図９（Ａ）の場合では、横桟９４ｂ，９４ｂの連結箇所９９が支柱９２ｂ
との連結部９６ｂの位置と一致しないため、連結箇所９９と連結部９６ｂにおいて、それ
ぞれ別の連結部材を用意する必要があり、部品点数が多くなってしまう。
【００１５】
　そこで、本発明は、傾斜地への太陽光パネルの架台の設置に関して以上の課題を見出し
、この課題を解決するための新規な架台の設置構造を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【００１７】
　即ち、請求項１に記載のごとく、



(4) JP 6667280 B2 2020.3.18

10

20

30

40

50

　太陽光パネルを設置するための架台の設置構造であって、
　傾斜地の地面に対し、支柱を支えるための設置部が略水平に設けられ、
　前記設置部に対する固定角度の調整を可能とする連結部材が設けられ、
　前記連結部材に前記支柱の下端部が連結され、
　前記支柱が傾斜地の地面に対し略垂直に立設され、
　前記支柱の上端部に前記太陽光パネルを載置するレール部材が前記支柱と直交して連結
されており、
　水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に支柱が立設され、支柱の上
端部にレール部材が連結され、
水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、水下側の連結部材に水上側に配置される
支柱よりも短い支柱が立設され、前記短い支柱の上端部にレール部材が連結される構成と
する、
　又は、
　水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に前記支柱が立設され、支柱
の上端部にレール部材が連結され、
　水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材にレール部材が連結される、
構成とする、
　架台の設置構造とする。
【００１９】
　また、請求項２に記載のごとく、
　前記レール部材は、長手方向が略東西方向となるように配置される、こととする。
【００２０】
　また、請求項３に記載のごとく、
　傾斜地の地面に対し、支柱を支えるための設置部が略水平に設けられ、
　前記設置部に対する固定角度の調整を可能とする連結部材が設けられ、
　前記連結部材に前記支柱の下端部が連結され、
　前記支柱が傾斜地の地面に対し略垂直に立設され、
　前記支柱の上端部に太陽光パネルを載置するレール部材が前記支柱と直交して連結され
ている、太陽光パネルを設置するための架台の設置方法であって、
　前記設置部を略水平とするように水上側と水下側にそれぞれ基礎を設ける工程と、
　前記設置部に対する角度が調整可能な状態で前記連結部材を設ける工程と、
　前記連結部材に対し、前記支柱、又は、前記レール部材を固定する工程と、
　前記支柱、又は、前記レール部材を傾けた後に前記連結部材の角度を固定する工程と、
　を含み、
水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に支柱が立設され、支柱の上端
部にレール部材が連結され、
水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、水下側の連結部材に水上側に配置される
支柱よりも短い支柱が立設され、前記短い支柱の上端部にレール部材が連結される構成と
する、
　又は、
　水上側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材に前記支柱が立設され、支柱
の上端部にレール部材が連結され、
　水下側に配置される基礎に連結部材が連結され、連結部材にレール部材が連結される、
構成とする、
　架台の設置方法とする。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１に記載の発明によれば、
　例えば、傾斜の有る東西傾斜地や、平地のいずれについても共通の部品で対応すること
ができる。また、傾斜地の地面に対し基礎を水平に設置する（杭基礎においては垂直に打
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ち込む）ことが可能となり、傾斜地の大幅な造成も不要となる。また、施工に際しては、
傾斜地の地面、支柱、連結部材の各角度を測定する必要もなく、各部材を組み付けるだけ
で施工を完了することができ、極めて施工性のよい構成が実現される。また、レール部材
と直交する方向において傾斜して太陽光パネルを配置する構成において、高さの低い側に
支柱を配置する場合と配置しない場合の両方に対応できる。
【００２３】
　また、請求項２に記載の発明によれば、
　東西傾斜地について、容易に施工可能な構成が実現できる。
【００２４】
　また、請求項３に記載の発明によれば、
　傾斜地の地面の角度、支柱の角度、連結部材の角度の測定が不要であり、支柱を連結部
材に連結してレール部材を傾けるだけでこれらの角度を確定することができ、極めて容易
に施工を完了することができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】太陽光パネルが設置された架台の全体構成について示す図。
【図２】（Ａ）は水下側に支柱を立てる場合の例について示す図。（Ｂ）は水下側に支柱
を立てない場合の例について示す図。（Ｃ）は平地と東西傾斜地に架台が設置される例に
ついて示す図。
【図３】図１の矢印Ｘ１方向から臨む側面図。
【図４】水下側の支柱の部位について図１の矢印Ｙ１方向から臨む正面図。
【図５】水上側の支柱の部位について図１の矢印Ｙ１方向から臨む正面図。
【図６】連結部材などの構成について示す正面図。
【図７】連結部材などの構成について示す側面図。
【図８】（Ａ）は基礎の設置について説明する図。（Ｂ）は東西傾斜地の高い側に横レー
ルを取り付けた状態を示す図。（Ｃ）は傾いて設置される支柱に横レールが支持される状
態を示す図。
【図９】（Ａ）は東西傾斜地の基礎に支柱を垂直に立設する構成について示す正面図。（
Ｂ）は東西傾斜地の基礎に支柱を垂直に立設する構成について示す側面図。（Ｃ）は平地
の基礎に支柱を垂直に立設する構成について示す正面図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　次に、発明の実施の形態について図面を用いて説明する。なお、以下の説明において図
１に示す横レール１０の長手方向を東西方向Ｘ、間口方向Ｘ、横方向Ｘ、又は、列方向Ｘ
とし、縦レール２０の長手方向を南北方向Ｙ、水上―水下方向Ｙ、奥行方向Ｙ、縦方向Ｙ
、又は段方向Ｙとし、支柱５が立設される方向を高さ方向Ｚとする。また、縦、横の用語
は説明の便宜上用いるものであり、縦と横の用語を入れ替えた構成も本明細書に記載され
るものとする。
【００２７】
　図１は、太陽光パネル２（太陽電池モジュール）が設置された架台１の全体構成につい
て示すものである。東西傾斜地Ｇに杭基礎３，３が垂直に打ち込まれ、各杭基礎３，３に
設置される支柱支持部材３０（「ベースアングル」、「ベース部材」とも称される）に対
し、連結部材６を介して支柱５が支持される。
【００２８】
　なお、杭基礎３の他、水平にレベリングされた設置部を構成するコンクリート基礎や、
水平にレベリングされたユニット基礎などに架台が設置されることも想定される。
【００２９】
　図１の実施例では、南北方向Ｙにおいて南側が低い傾斜を付けるために、北側（水上側
）の杭基礎３に長い支柱５が立設され、南側（水下側）の杭基礎３の短い支柱５が立設さ
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れる。支柱５は、間口方向Ｘの二個所の杭基礎３においてそれぞれ立設され、支柱５，５
の上端部において、連結部材７を介して横レール１０，１０（レール部材）が架設される
。
【００３０】
　横レール１０，１０は南北方向Ｙに離間して平行に配置され、横レール１０，１０の長
手方向と直交する方向に複数の縦レール２０，２０が東西方向Ｘに離間して平行に配設さ
れる。
【００３１】
　縦レール２０，２０は南北方向Ｙにおいて傾斜して配置され、縦レール２０，２０の傾
斜角Ｒ１に応じ、縦レール２０，２０の上に設置される太陽光パネル２，２が南北方向Ｙ
において傾斜して配置される。この傾斜により、高効率で太陽光を受けることが可能とな
るとともに、奥行方向Ｙにおいて低い側が水下側、高い側が水上側となり、太陽光パネル
２，２の上面の水や雪を滞留させずに滑り流すことができる。
【００３２】
　また、東西傾斜地Ｇの地面は水平に対して傾斜角Ｒ２をなす勾配を有しており、東西方
向Ｘの支柱５，５の長さを同一の長さとすることで、太陽光パネル２，２が東西方向Ｘに
おいて傾斜して配置される。なお、東西傾斜地Ｇは、東西方向Ｘのみならず南北方向Ｙに
おいて勾配をなす場合もある。また、傾斜角Ｒ２は、例えば、０°～２０°の範囲である
ことが想定される。
【００３３】
　各支柱５の下部に位置する連結部材６と、上部に位置する連結部材７は、それぞれブレ
ス８を介して接続され、横レール１０に作用する荷重を杭基礎３側に分散させることで、
架台１の構造強度を向上させ、耐風性や対積雪性などの性能が確保される。
【００３４】
　以上のようにして、図２（Ａ）に示すように、東西方向Ｘにおいて傾斜角Ｒ２をなす東
西傾斜地Ｇに、架台１が設置され、架台１の上に太陽光パネル２が設置される。図２（Ａ
）の構成は、図１に示される水下側と水下側に支柱５が立設される構成に対応するもので
ある。また、図２（Ｂ）に示すように、水下側には支柱５を立設せずに、連結部材６に水
下側の横レール１０が直接連結される構成としてもよい。さらに、水上側についても支柱
５を立設せずに、連結部材６に水上側の横レール１０が直接連結され、東西傾斜地Ｇの地
面と略水平に太陽光パネルが敷設される構成としてもよい。
【００３５】
　そして、図２（Ｃ）に示すように、東西方向Ｘにおいて、架台を複数並べ、大規模で太
陽光パネルを設置する場合において、東西傾斜地Ｇにおいては、図１や図２（Ａ）（Ｂ）
に示した構成が採用される。また、傾斜のない平地Ｆにおいても、上述した連結部材６の
角度を設定することにより、同一の構成を採用することができる。即ち、本発明の構成は
、東西傾斜地Ｇへの対応はもちろんのこと平地への対応や、南北方向に傾斜のある南北傾
斜地への対応も可能である。
【００３６】
　次に、架台の詳細な構成について説明する。
　図３は図１の矢印Ｘ１方向から臨む側面図、図４は水下側の支柱の部位について図１の
矢印Ｙ１方向から臨む正面図、図５は水上側の支柱の部位について図１の矢印Ｙ１方向か
ら臨む正面図、図６は連結部材などの構成について示す正面図、図７は連結部材などの構
成について示す側面図である。
【００３７】
　図３に示すように、南北方向Ｙにおいて間隔を空けて所定の位置に杭基礎３が垂直に立
設され、杭基礎３の上端部に略水平な設置部３ａを構成する。各杭基礎３の設置部３ａに
は適宜アタッチメント部材４が固定され、アタッチメント部材４の上に支柱支持部材３０
が固定される。支柱支持部材３０には、連結部材６が固定され、連結部材６に支柱５の下
端部が接続される。なお、設置部３ａにおいて「略水平」とは、完全な水平とする他、施
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工誤差（完全な水平レベルに対し、例えば±５度の傾き）の範囲内のものも含むものとす
る。
【００３８】
　図３に示すように、各支柱５の上端部には連結部材７が連結される。連結部材７は断面
視Ｈ字状をなす部材であり、その下側に支柱５が連結され、上側に横レール１０が連結さ
れるように構成され、支柱５と横レール１０が直交するように連結される。横レール１０
，１０は、南北方向Ｙに離間して配置され、この横レール１０，１０に対し南北方向Ｙに
縦レール２０が架設され、縦レール２０の上に太陽光パネル２が載置される。
【００３９】
　図３に示すように、水上側において支柱５の下側に位置する連結部材６と、水下側にお
いて支柱５の上側に位置する連結部材７には、それぞれブレスアタッチメント４１ａ，４
１ｂが取り付けられるとともに、ブレスアタッチメント４１ａ，４１ｂの間を結ぶように
ブレス８が取り付けられる。
【００４０】
　なお、図３においては、水下側に支柱５が配置される構成としたが、図２（Ｂ）に示す
ように、水下側において支柱５が設けられず、連結部材６に対し横レール１０が直接連結
される構成とする場合においても本発明は適用可能である。
【００４１】
　図４に示すように、東西方向Ｘにおいて間隔を空けて所定の位置に杭基礎３が垂直に立
設される。各杭基礎３の上端部には適宜アタッチメント部材４が固定され、アタッチメン
ト部材４の上に支柱支持部材３０が固定される。支柱支持部材３０には、連結部材６が固
定され、連結部材６に支柱５の下端部が接続される。
【００４２】
　図４に示すように、各支柱５の上端部には、連結部材７を介してそれぞれ横レール１０
が連結される。横レール１０の上には東西方向Ｘに所定の間隔で離間して縦レール２０，
２０が配置され、縦レール２０の上に太陽光パネル２が載置される。
【００４３】
　図４に示すように、東西方向Ｘにおいて隣り合う一方の支柱５の上側に位置する連結部
材７と、他方の支柱５の下側に位置する連結部材６の間を結ぶようにブレス８が取り付け
られる。また、東西方向Ｘにおいて隣り合う一方の支柱５の下側に位置する連結部材６と
、他方の支柱５の上側に位置する連結部材７の間を結ぶようにブレス８が取り付けられる
。
【００４４】
　図４に示すように、東西方向Ｘにおいて隣り合う杭基礎３は、東西方向Ｘにおいて距離
Ｘ２だけ離れて配置されるとともに、高さ方向Ｚにおいて距離Ｚ２だけずれた位置に配置
される。高さ方向Ｚのズレは、東西傾斜地Ｇに杭基礎３が打ち込まれるために生じるもの
である。そして、このような杭基礎３の配置としつつ、隣り合う支柱５について同一長さ
のものが使用されることにより、支柱５の上部に連結される横レール１０が角度Ｒ２の勾
配をなすように配置される。
【００４５】
　図４の例では、東西傾斜地Ｇの勾配と、横レール１０及び太陽光パネル２の勾配が、と
もに角度Ｒ２で一致する例を示しているが、厳密には一致しない場合もある。例えば、杭
基礎３の打ち込み量に施工誤差が生じる場合などでは、東西傾斜地Ｇの勾配と、横レール
１０及び太陽光パネル２の勾配が一致しない状況が生じることになる。
【００４６】
　図４は水下側における構成を示すものであり、図５に示すように水上側においても同様
の構成が実施される。図５においては、支柱５の下側の連結部材６に対し、ブレスアタッ
チメント４１ａを介してブレス８の下端部が連結される部位が示されている。
【００４７】
　そして、図４、図５に示すように、東西方向Ｘにおいて隣り合う支柱５，５は、同一長
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さに構成され、垂直状態から角度Ｒ２だけ傾いた状態で立設され、これにより、横レール
１０及び太陽光パネル２が角度Ｒ２の勾配を有するように配設される。ここで、支柱５は
、東西傾斜地Ｇの地面に対し略垂直に立設された状態となる。「東西傾斜地Ｇの地面に対
し略垂直」とは、図４の例でいえば、東西方向Ｘ（間口方向Ｘ）に隣り合う杭基礎３の設
置部３ａを繋ぐ直線Ｇｘのなす角度に対して略垂直であることをいう。換言すれば、各杭
基礎３の設置箇所（設置部３ａ（図４））を線で繋いだ場合に形成される仮想的な面（図
１の例では平行四辺形の点線で囲まれる面）に対し略垂直であることをいう。また、略垂
直とは、完全な垂直の他、±５度の傾きの範囲内のものも含むものとする。なお、東西傾
斜地Ｇの地面は均一な斜面ではなく、凹凸などの起伏が有ることも想定される。
【００４８】
　このように支柱５を傾けて立設することを可能にするため、図６及び図７に示すように
、連結部材６は支柱支持部材３０に対する固定角度が調整可能に構成される。
【００４９】
　連結部材６は、互いに離間して平行配置される一対の縦面部６１，６２と、縦面部の上
下方向中途部において縦面部同士を結ぶ横面部６３と、有してなる断面略Ｈ字をなす部材
にて構成される。連結部材６は、東西方向Ｘが長手方向となるように配置され、東西方向
Ｘと直交する面の切断面が略Ｈ字となるように配置される。
【００５０】
　図６及び図７に示すごとく、連結部材６の縦面部６１おいて、横面部６３よりも下方の
位置には、縦面部６１の厚み方向において貫通する第一貫通孔６１ａと第二貫通孔６１ｂ
が形成される。この第一貫通孔６１ａと第二貫通孔６１ｂは、連結部材６と支柱支持部材
３０を固定するために用いられる。
【００５１】
　第一貫通孔６１ａは丸孔で構成される一方、第二貫通孔６１ｂは第一貫通孔６１ａを中
心とする円弧をなす円弧状の長孔で構成される。第二貫通孔６１ｂが形成される長孔の範
囲は、第一貫通孔６１ａを通過する水平線Ｈを基準に、例えば、０°～２０°に対応する
範囲に形成される。図６の例では、水平線Ｈを基準に下側０°～２０°に第二貫通孔６１
ｂを構成し、反時計周り方向において連結部材６の角度調整ができる構成としたが、上側
０°～２０°においても第二貫通孔６１ｂ構成し、時計周り方向において角度調整ができ
ることとしてもよい。
【００５２】
　連結部材６の縦面部６１のおもて面６１ｃ（横面部６３と反対側の面）には、長手方向
（東西方向Ｘ）に延びる凹溝と突条を高さ方向Ｚに交互に配置してなる凹凸面６１ｄが形
成される。本実施例では、横面部６３よりも下方の位置に凹凸面６１ｄが形成され、図７
の拡大部分に示すように、凹凸面６１ｄの断面は、のこぎり刃形状（ギザギザ形状）をな
すように構成される。また、第一貫通孔６１ａと第二貫通孔６１ｂは、凹凸面６１ｄの範
囲内に構成される。
【００５３】
　連結部材６の縦面部６１において、横面部６３よりも上方の位置には、縦面部６１の厚
み方向において貫通する貫通孔６１ｄ～６１ｇが長手方向（東西方向Ｘ）に間隔を空けて
形成される。本実施例では、合計４つの貫通孔６１ｄ～６１ｇが構成され、そのうちの両
側の二つの貫通孔６１ｄ，６１ｇは図示せぬブレスを連結部材６に固定するために用いら
れ、残りの二つ貫通孔６１ｅ，６１ｆは支柱５を連結部材６に固定するために用いられる
。図７には、支柱５の貫通孔５ｆと、連結部材６の貫通孔６１ｆにボルト４８を挿通し、
ナット４９を締結することで、支柱５と連結部材６を連結する構成が示されている。
【００５４】
　以上に説明した縦面部６１の構成は、もう一方の縦面部６２においても同様であり、縦
面部６１，６２の各貫通孔は互いに対向する位置に配置され、固定ボルトが水平に挿通で
きるように構成される。
【００５５】
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　図６及び図７に示すごとく、連結部材６は、その下部が支柱支持部材３０に対して固定
される。本実施例では、支柱支持部材３０は、同一形状の支持部材３０Ａ，３０Ｂを向き
を変えて組み合わせて一体として用いられる構成としており、支持部材３０Ａ，３０Ｂは
、それぞれ、平坦な面を構成するベース面部３２と、ベース面部３２の表面から上方に立
ち上がる縦面部３４と、縦面部３４の上下方向中途部において水平方向一側に延出される
横面部３６ａ，３６ｂと、を有して構成されている。
【００５６】
　支柱支持部材３０のベース面部３２には、上下方向に貫通する長孔３２ａが形設されて
おり、長孔３２ａを用いて図３に示すようにアタッチメント部材４に対してボルト固定さ
れる。図７に示すように、二つの支持部材３０Ａ，３０Ｂは、互いの横面部３６ａ，３６
ｂの端部同士、及び、ベース面部３２の端部同士を付け合せた状態において、図３に示す
ようにアタッチメント部材４に対して固定される。
【００５７】
　支柱支持部材３０の縦面部３４には、縦面部３４の厚み方向において貫通し、東西方向
Ｘに長い二つの長孔３４ａ，３４ｂが設けられている。各長孔３４ａ，３４ｂは、それぞ
れ、連結部材６の第一貫通孔６１ａ、第二貫通孔６１ｂに対応する位置に形成されている
。
【００５８】
　以上の構成において、図７に示すように、二つの支持部材３０Ａ，３０Ｂをそれぞれア
タッチメント部材４（図３）に固定して支柱支持部材３０が構成された状態とし、連結部
材６の縦面部６１，６２の間に、支柱支持部材３０の二つの縦面部３４，３４を差し込む
ようにして、上から連結部材６を支柱支持部材３０に被せるとともに、連結部材６の横面
部６３を支柱支持部材３０の縦面部３４，３４の上端に載置した状態とする。
【００５９】
　この状態において、連結部材６の第一貫通孔６１ａ、第二貫通孔６１ｂは、支柱支持部
材３０の長孔３４ａ，３４ｂの位置にそれぞれ一致させることができ、ボルト４４を各孔
に挿通することが可能となる。
【００６０】
　図７に示すように、ボルト４４は板状の座金４６ｂに挿通した上で、南北方向Ｙにおけ
る一側から第二貫通孔６２ｂ、長孔３４ｂに差し込まれ、さらに、他側の長孔３４ｂ，第
二貫通孔６１ｂを通じて他側から先端が突出される。突出したボルト４４の先端部は、板
状の座金４６ａに挿通され、ナット４７が締結される。
【００６１】
　ここで、図７に示すように、座金４６ａ，４６ｂの一側面には、連結部材６の凹凸面６
１ｄに対応するのこぎり刃形状（ギザギザ形状）をなす凹凸面４６ｅ，４６ｆが形成され
ており、ナット４７を締め付けることによって凹凸面同士が噛合い、連結部材６の凹凸面
６１ｄに対する座金４６ａ，４６ｂの角度が固定される。換言すれば、凹凸面同士の噛合
いにより座金４６ａ，４６ｂの回転方向のズレが規制される。
【００６２】
　図６に示すように、第一貫通孔６１ａ、長孔３４ａについても同様にボルト、ナット、
及び、座金４５ａが用いられ、ボルトナットを締結することによって、連結部材６と支柱
支持部材３０を固定することができる。また、ボルトナットを完全に締結しない状態では
、第二貫通孔６１ｂが円弧状の長孔で構成されるため、第二貫通孔６１ｂ内においてボル
ト４４の移動が許容され、連結部材６の角度変更を行うことができる。
【００６３】
　なお、この角度変更は、第一貫通孔６１ａを回転中心とする円周方向の角度変更となり
、また、この角度変更の際に連結部材６の横面部６３と支柱支持部材３０の縦面部３４の
干渉を避けるために、支柱支持部材３０の縦面部３４の上部両端角部には傾斜部３４ｋ，
３４ｋが設けられる。
【００６４】
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　次に、架台の施工手順の一例について説明する。
　まず、図８（Ａ）に示すように、東西傾斜地Ｇの地面に対し杭基礎３を垂直に打ち込む
とともに、アタッチメント部材４、支柱支持部材３０、連結部材６を順に固定する。杭基
礎３は、東西傾斜地Ｇの地面の角度Ｒ２に関係なく垂直に打ち込んで施工することができ
るため、角度Ｒ２の測定や角度を付けた杭打ちが不要であり、杭打ち作業は平地における
場合と同様の手順により容易に行える。なお、杭基礎３の代わり水平面を構成するコンク
リート基礎を設置することも可能であり、この場合には、アタッチメント部材４を用いず
に支柱支持部材３０がコンクリート基礎に直接固定される。
【００６５】
　また、この図８（Ａ）の状態では、支柱支持部材３０と連結部材６を固定するボルトナ
ットを仮締しておくことにより、支柱支持部材３０に対する連結部材６の角度が変更でき
る状態としておく。
【００６６】
　次いで、図８（Ａ）に示すように、支柱５をそれぞれ連結部材６に固定に固定する。支
柱５の上端部には連結部材７が固定される。次いで、図８（Ｂ）に示すように、傾斜地の
高い側にある支柱５の連結部材７に対し横レール１０を連結させる。次いで、もう一方の
支柱５の連結部材７に届くまで徐々に横レール１０を倒し、図８（Ｃ）に示す状態とする
。
【００６７】
　そして、図８（Ｃ）の状態となった後に、ボルトナットを完全に締め付けることで支柱
５、及び、横レール１０の施工が完了する。この施工が完了した状態では、支柱５，５が
同一の長さを有するため、支柱５，５は斜めに傾けた状態でそれぞれ連結部材６，６に対
して固定された状態となる。また、この状態では、支柱５が東西傾斜地Ｇの地面に対して
略垂直に立設されることとなる。
【００６８】
　そして、図８（Ｃ）の状態では、図７に示すように、座金４６ａ，４６ｂが連結部材６
の凹凸面６１ｄに噛合わせられ、これにより座金４６ａ，４６ｂの回転が規制され、ボル
トナットによる強固な締結が維持され続ける。
【００６９】
　以上に説明した図８（Ａ）～（Ｃ）の施工手順は、水下側の横レール１０、支柱５，５
の設置について説明するものであり、水上側の横レール１０、支柱５，５においても同様
にして施工される。その後、適宜ブレスの取付け、縦レールの設置、太陽光パネルの設置
を行い、図１の状態となって施工が完了する。また、図２（Ｂ）に示すように、水下側に
支柱５が設置されない場合においては、連結部材６に対し横レール１０が直接的に連結さ
れる。
【００７０】
　そして、図８（Ａ）～（Ｃ）の一連の作業においては、東西傾斜地Ｇの地面の角度Ｒ２
、支柱５の角度、連結部材６の角度の測定も不要であり、支柱５を連結部材６に連結して
横レール１０を傾けるだけでこれらの角度を確定することができ、極めて容易に施工を完
了することができる。
【００７１】
　以上に説明した図８（Ａ）～（Ｃ）の内容に関し、特徴的な点は、支柱５が傾いた状態
で施工が完了される点である。本実施例では、東西傾斜地Ｇの地面の角度Ｒ２と略同一の
角度で支柱５が傾いて設置される。そして、このように支柱５を傾けて設置可能とするこ
とで、横レール１０と支柱５を直交に連結する構成が採用できる。この場合、支柱５の上
端が連結される連結部材７については角度調整が不要であるため、優れた施工性を実現で
きる。さらには、連結部材７について、傾斜のない平地に設置される架台に用いられるも
のと同一の部品を使用することができ、部品の共通化も図ることができる。また、この連
結部材７を用いて横レール１０を連結し、より大型の架台を構成することも可能となる。
【００７２】
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　以上のようにして本発明を実施することができる。
　即ち、図４に示すように、
　太陽光パネル２を設置するための架台１の設置構造であって、
　傾斜地Ｇの地面に対し、支柱５を支えるための設置部３ａが略水平に設けられ、
　設置部３ａに対する固定角度の調整を可能とする連結部材６が設けられ、
　連結部材６に支柱５の下端部が連結され、
　支柱５が傾斜地Ｇの地面に対し略垂直に立設され、
　支柱５の上端部に太陽光パネル２を載置するレール部材（横レール１０）が支柱５と直
交して連結されている、架台の設置構造とするものである。
【００７３】
　これにより、図２に示すように、例えば、傾斜の有る東西傾斜地Ｇや、平地Ｆのいずれ
についても共通の部品で対応することができる。また、傾斜地の地面に対し基礎を水平に
設置する（杭基礎においては垂直に打ち込む）ことが可能となり、傾斜地の大幅な造成も
不要となる。また、施工に際しては、傾斜地の地面、支柱、連結部材の各角度を測定する
必要もなく、各部材を組み付けるだけで施工を完了することができ、極めて施工性のよい
構成が実現される。なお、傾斜地の地面と太陽光パネルが平行になるように、或いは、傾
斜地の地面と支柱が垂直になるように角度を測定、設定することも当然可能である。
【００７４】
　また、図２（Ａ）に示すように、
　レール部材（横レール１０）の長手方向と直交する方向の一側に配置される基礎（杭基
礎３）に連結部材６が連結され、連結部材６に支柱５が立設され、支柱５の上端部にレー
ル部材（横レール１０）が連結され、レール部材（横レール１０）の長手方向と直交する
方向の他側に配置される基礎（杭基礎３）に連結部材６が連結され、連結部材６に一側に
配置される支柱５よりも短い支柱５が立設され、支柱５の上端部にレール部材（横レール
１０）が連結される構成とする、
　又は、図２（Ｂ）に示すように、
　レール部材（横レール１０）の長手方向と直交する方向の一側に配置される基礎（杭基
礎３）に連結部材６が連結され、連結部材６に支柱５が立設され、支柱５の上端部にレー
ル部材（横レール１０）が連結され、
　レール部材（横レール１０）の長手方向と直交する方向の他側に配置される基礎（杭基
礎３）に連結部材６が連結され、連結部材６にレール部材（横レール１０）が連結される
、構成とする。
【００７５】
　これにより、レール部材（横レール１０）と直交する方向において傾斜して太陽光パネ
ルを配置する構成において、高さの低い側に支柱を配置する場合と配置しない場合の両方
に対応できる。
【００７６】
　また、前記レール部材（横レール１０）は、長手方向が略東西方向Ｘとなるように配置
される、構成とする。
【００７７】
　これにより、東西傾斜地Ｇについて、容易に施工可能な構成が実現できる。略東西方向
Ｘとは、完全な東西方向から±４５度ずれた方向も含むものとする。
【００７８】
　また、図４、及び、図８（Ａ）乃至（Ｃ）に示すように、
　傾斜地Ｇの地面に対し、支柱５を支えるための設置部３ａが略水平に設けられ、
　設置部３ａに対する固定角度の調整を可能とする連結部材６が設けられ、
　連結部材６に支柱５の下端部が連結され、
　支柱５が傾斜地Ｇの地面に対し略垂直に立設され、
　支柱５の上端部に太陽光パネル２を載置するレール部材（横レール１０）が支柱５と直
交して連結されている、架台の設置方法であって、
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　設置部３ａを略水平とするように基礎３を設ける工程と、
　設置部に対する角度が調整可能な状態で連結部材６を設ける工程と、
　連結部材６に対し、支柱５、又は、レール部材（横レール１０）を固定する工程と、
　支柱５、又は、レール部材（横レール１０）を傾けた後に連結部材６の角度を固定する
工程と、
　を含む、架台の設置方法とするものである。
【００７９】
　この設置方法によれば、傾斜地の地面の角度、支柱の角度、連結部材の角度の測定が不
要であり、支柱を連結部材に連結してレール部材を傾けるだけでこれらの角度を確定する
ことができ、極めて容易に施工を完了することができる。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　本発明の構成は、特に傾斜地に太陽光パネルを設置するための架台について好適に適用
することができる。
【符号の説明】
【００８１】
　１　　架台
　２　　太陽光パネル
　３　　杭基礎
　４　　アタッチメント部材
　５　　支柱
　６　　連結部材
　７　　連結部材
　８　　ブレス
　１０　　横レール
　２０　　縦レール
　３０　　支柱支持部材
　Ｇ　　東西傾斜地
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